
実務研修報告

食環境科学科３年
近藤佑香



１．実務研修先、実習期間

株式会社 佐藤農園

 ８/２５（金）～ ９/３（日）



２．実習内容

ブドウの収穫・手入れ

モモの加工品製造

恵比寿・有楽町で販売

キウイ農園の草刈り、間引き

農業の６次産業化



農業の６次産業化について

一次

生産・収穫

二次

加工品製造

三次

販売・サービス



２．実習内容

ブドウの収穫・手入れ

モモの加工品製造

恵比寿・有楽町で販売

キウイ農園の草刈り、間引き



ブドウ（藤稔）の収穫



ブドウ（藤稔・ピオーネ）の
手入れと出荷準備





 ３００ｇ台のブドウが多かった。中には６００ｇを超える
ようなものもあった。

藤稔は粒が大きくて甘いという特徴があるが、粒は
大きかったが、腐ったり玉割れしたブドウが多かった
ため取り除いているうちに重さが小さくなってしまった。

種なしブドウの栽培の難しさを知った。



２．実習内容

ブドウの収穫・手入れ

モモの加工品製造

恵比寿・有楽町で販売

キウイ農園の草刈り、間引き



モモ（日川）ジャム製造





学生とは違い、与えられた時間の中で効率よくベス
トな作業をすることが社会では重要視されると感じた。

 異物混入＝食品製造において一番の問題点

他のインターンシップ生と共同作業する中で段々と
作業効率が上がったことからチームワークの大切さ
を学んだ。



２．実習内容

ブドウの収穫・手入れ

モモの加工品製造

恵比寿・有楽町で販売

キウイ農園の草刈り、間引き



有楽町（東京交通会館）での販売の様子



恵比寿ガーデンプレイスでの販売の様子



シャインマスカットと一番価格の安いブドウは売れ行
きが良かった。中間の価格のものが中々売れなかっ
た。

利益が出てかつお客さんに買ってもらえるような価
格設定が難しいと感じた。

若いお客さんは種なしを好み、年配のお客さんは種
ありを好む傾向があると感じた。



３．実習を通した感想

 今回参加した目的である「食を支える農業について
勉強する」が１０日間という短い時間ではあるが達成
できたと思う。

 山梨県庁で農業の技師として働いている方のお話さ
せて頂いた。自分の将来についてよく考えて情報収
集することが大切だと感じた。



ご静聴ありがとうございました。


